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支出の内訳

環 境 整 備

●
道
の
駅
を
中
心
と
し
た
観
光
拠
点

　
整
備
計
画
に
着
手
し
ま
す

●
親
水
公
園
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

　
周
辺
を
使
い
や
す
く
整
備
し
ま
す

（
事
業
費
・
観
光
施
設
等
設
置
工
事
１
４
８
万
５
千
円

道
の
駅
周
辺
整
備
事
業
９
０
０
万
円
）

（
事
業
費
７
５
２
８
万
６
千
円
）

　

公
衆
ト
イ
レ
や
コ
ー
ト
脇

の
ベ
ン
チ
の
日
よ
け
を
設
置

し
ま
す
。
コ
ー
ト
周
り
の
舗

装
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
水
公
園
を
都
市

公
園
と
し
て
使
い
や
す
く
す

る
た
め
、
フ
ェ
ン
ス
、
思
い

や
り
駐
車
場
、
擁
壁
な
ど
を

整
備
し
ま
す
。

　

「
立
田
ふ
れ
あ
い
の
里
」

や
森
川
花
は
す
田
を
含
め
た

周
辺
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
レ
ン
コ
ン
街

道
」
を
市
内
外
に
周
知
し
、

レ
ン
コ
ン
の
消
費
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
道

標
及
び
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

特
集
　
平
成
31
年
度
予
算

支出（歳出）

総務費
23億1,348万円
（11.1％）

民生費
86億8,536万円
（41.5％）

衛生費
19億1,087万円
（9.1％）

教育費
22億3,760万円
（10.7％）

公債費
21億3,062万円
（10.2％）

農林水産業費
12億8,688万円
（6.1％）

土木費
11億5,125万円
（5.5％）

その他
12億2,289万円
（5.8％）

市債として借りた
お金の返済など

給食や小・中学校、
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

道路などの
整備・維持に
かかるお金

農業政策などにかかるお金

ごみ処理、予防接種、
検診などにかかるお金

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当などに

かかるお金

税金の賦課徴収、
戸籍や住民登録、防災、
交通安全などにかかるお金

議会費、商工費、消防費など

209億
3,900万円
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にぎわうまちへ
収入の内訳

●
そ
の
他
の
事
業

　

・
旅
券
発
給
事
業

 

（
1
7
8
9
万
円
）

　

・
ご
み
分
別
ア
プ
リ
配
信

 

（
22
万
円
）

　

・
粗
大
ご
み
戸
別
回
収
事
業

 

（
4
1
5
万
円
）

　

・
企
業
用
地
創
出
事
業

 

（
9
5
1
万
円
）

　

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業

 

（
9
0
6
万
円
）

●
妊
娠・出
産・子
育
て
に
至
る
ま
で

　
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化
し
ま
す

（
事
業
費 

・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
30
万
円
・一
般
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
２
０
０
万
円 

・
産
後
ケ
ア
の
充
実

３
０
９
万
６
千
円
）

　

新
規
事
業
と
し
て
、
「
不

育
症
」
へ
の
治
療
費
の
助
成

を
し
ま
す
。
「
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
」
を
拡
大
し
、
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

ま
た
、
産
婦
健
康
診
査
の

回
数
を
増
や
し
、
妊
娠
中
か

ら
産
後
に
対
す
る
不
安
を
取

り
除
く
「
マ
マ
パ
パ
教
室
」

「
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
」
に
助

産
師
を
新
た
に
配
置
し
ま
す
。

特集　平成31年度予算

市税
76億2,301万円
（36.4％）

地方交付税
51億5,000万円
（24.6％）

国県支出金
39億6,424万円
（18.9％）

地方譲与税等
15億8,100万円
（7.5％）

市債
9億2,360万円
（4.4％）

その他
16億9,714万円
（8.2％）

使用料、手数料、繰入金など

国・県からの補助金など

市民税、固定資産税など
市民の皆さんから
納められる税金

自主財源
市で集めたお金

93億2,015万円
44.6％

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

116億1,884万円
55.4％

行政の格差をなくすため
国が交付するお金

収入（歳入）
209億
3,900万円
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佐
屋・佐
織

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

廃
止
さ
れ
ま
す

議
案
質
疑

　
　
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
31
年
１
月
の
実
績

は
、
佐
屋
で
延
べ
5
7
8
人
、

佐
織
で
延
べ
4
2
0
人
。

　
　
廃
止
に
い
た
っ
た
経
緯

は
。

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
開
始
当
初
、
設
置
で

き
る
の
は
市
町
村
や
社
会
福

祉
法
人
等
に
限
定
さ
れ
、
事

業
所
が
足
り
な
い
状
況
だ
っ

た
。
介
護
保
険
制
度
が
開
始

さ
れ
、
株
式
会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
に
も
許
可
さ
れ
、
事

業
所
の
数
も
増
え
た
。
そ
の

た
め
、
民
間
の
事
業
所
で
も

十
分
な
状
況
と
な
り
、
公
立

の
事
業
所
を
廃
止
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
　
利
用
者
に
と
っ
て
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
。

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
よ
く
相
談
し
な
が

ら
、
１
年
の
間
に
別
の
事
業

所
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
後
、
施
設
の
管

理
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
指
定
管
理
者
に
管
理

を
し
て
も
ら
う
。

討 

論

賛 

成

　
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
、

民
間
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
よ
う
に
な
り
、
市
が

直
接
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
う
必
要
は
な
い
。
ま

た
、
事
業
所
は
、
独
自
に

サ
ー
ビ
ス
活
動
地
域
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
、
自
治

体
の
枠
を
超
え
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
っ
た
。

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る

も
の
だ
。

　

本
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
、
来
年
4
月
1
日
か
ら

廃
止
し
ま
す
。

反 

対

　

民
間
が
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
か
ら
と

の
理
由
だ
け
で
廃
止
を
決

め
る
こ
と
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
が
仕
事
で
あ
る
自

治
体
の
役
割
、
責
任
か
ら

言
っ
て
全
く
賛
成
で
き
な

い
。
廃
止
に
よ
っ
て
、
財

政
負
担
が
増
え
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
が
質
疑
で
わ

か
っ
た
。

QQ AA

QQ AA

議論の中から新発見議論の中から新発見

▲サービスが廃止される佐屋デイサービスセンター
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

貸
出
し
単
位
と

使
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

10
月
か
ら
公
民
館
等
の

使
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

討 

論

賛 

成

議案質疑

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
貸
出
し
が
時
間
単
位

に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

利
用
者
が
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
１
時
間
単
位
の

貸
出
し
に
統
一
し
た
。

　
　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

分
は
申
告
納
税
す
る
の
か
。

　
　

申
請
義
務
は
な
い
の
で

申
告
納
税
は
し
な
い
。

　
　
消
費
税
を
納
税
し
な
い

の
に
値
上
げ
を
し
た
理
由
は
。

　
　

消
費
税
率
の
改
定
で
、

維
持
管
理
費
の
支
出
が
増
え

る
た
め
、
受
益
者
負
担
の
原

理
に
基
づ
き
、
お
願
い
す
る
。

　
　
八
開
・
立
田
南
部
・
北

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
も
市
外
料
金
と
営
利
目
的

の
料
金
が
設
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　

利
用
形
態
を
統
一
す
る

た
め
設
定
す
る
。

　

使
用
料
の
改
定
は
消
費

税
率
が
10
月
に
改
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
維

持
管
理
に
か
か
る
経
費
も

増
額
す
る
。
受
益
者
負
担

の
考
え
か
ら
十
分
に
理
解

が
で
き
る
。
今
ま
で
バ
ラ

バ
ラ
だ
っ
た
貸
出
し
時
間

を
１
時
間
単
位
に
統
一
す

る
こ
と
は
、
施
設
を
利
用

す
る
多
く
の
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
も
の
。
そ

し
て
、
警
備
保
障
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
、

管
理
体
制
の
強
化
も
図
る

も
の
で
あ
る
。

反 

対

　

10
月
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
う
利
用
料
値

上
げ
は
問
題
。
津
島
市
や

東
郷
町
な
ど
消
費
税
を
理

由
に
値
上
げ
を
し
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　

利
便
性
向
上
た
め
、
本
年
10
月
か
ら
１
時
間
単
位
の
貸
出

に
統
一
し
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
使
用
料
の
改
定
を
し
ま
す
。

 

本
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
使
用
料
等
の
改
定
を
し
ま
す
。

討 

論

賛 

成

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
社
会
情
勢
に
対

応
し
、
受
益
者
負
担
の
考

え
の
も
と
、
将
来
へ
の
負

担
を
も
ち
越
さ
な
い
よ
う
、

今
後
の
文
化
施
設
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
適
切
な
運

営
に
お
い
て
必
要
な
措
置

と
考
え
る
。

反 

対

　

消
費
税
率
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
済
へ
の

影
響
や
、
生
活
へ
の
影
響

が
問
題
視
さ
れ
る
。
市
民

の
生
活
に
大
き
く
影
響
の

あ
る
、
水
道
代
や
汚
水
処

理
の
代
金
の
値
上
げ
は
許

せ
な
い
。

　
　
公
民
館
、
体
育
館
、
学

校
体
育
施
設
、
文
化
会
館
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
税
の
負
担

分
に
な
る
値
上
げ
の
金
額
は
。

　
　

平
成
29
年
度
決
算
額
を

基
に
算
出
し
た
結
果
、
佐
織

公
民
館
６
万
２
７
３
０
円
、

永
和
地
区
公
民
館
８
６
８
８

円
、
文
化
会
館
６
万
２
７
３

０
円
、
体
育
館
16
万
５
９
５

０
円
、
学
校
体
育
施
設
６
８

０
円
で
あ
る
。

　
　
上
下
水
道
の
最
低
使
用

量
の
世
帯
数
は
。

　
　

10
ト
ン
か
ら
20
ト
ン
で

は
、
公
共
下
水
道
は
３
５
８

１
世
帯
の
う
ち
、
７
６
４
世

帯
。
集
落
排
水
は
４
３
６
９

世
帯
の
う
ち
、
９
７
３
世
帯
。

上
水
は
10
ト
ン
以
下
で
、
1

万
１
３
８
件
中
、
２
３
３
９

件
で
あ
る
。

　
　
条
例
ど
お
り
値
上
げ
す

る
と
、
住
民
負
担
増
と
な
る

消
費
税
分
の
値
上
げ
に
つ
い

て
各
企
業
会
計
は
い
く
ら
か
。

　
　

29
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
、

農
業
集
落
排
水
は
、
約
４
５

３
万
円
。
公
共
下
水
道
は
、

約
２
４
３
万
円
。
上
水
道
は
、

約
１
５
０
万
円
で
あ
る
。

Q

Q

Q

Q

QQ

QA

AA

A

A

A

A

▲使用料が改定される永和地区防災コミュニティセンター

▲使用料が改定される文化会館
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使
用
料
の
根
拠
は
。

　
　

昨
年
の
燃
料
費
と
使
用

時
間
の
実
績
を
も
と
に
算
出

し
た
金
額
が
１
時
間
当
た
り

４
８
０
０
円
と
な
っ
た
。

　
　
学
校
開
放
の
場
合
、
ど

の
よ
う
な
料
金
体
系
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　

運
動
場
、
体
育
館
と
も

に
、
昼
間
の
使
用
料
は
無
料

と
な
っ
て
い
る
。
夜
間
の
使

用
料
は
、
電
気
代
と
し
て
徴

収
し
て
い
る
。

　
　
学
校
開
放
の
実
績
は
。

　
　

基
本
的
に
冷
房
設
備
は

使
っ
て
い
な
い
が
、
昨
年
の

猛
暑
で
、
海
部
中
総
体
の
大

会
の
折
に
生
徒
の
健
康
管
理

を
考
慮
し
冷
房
を
使
用
し
た
。

　
　
使
用
料
金
の
減
免
の
考

え
は
。

　
　
減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

審
議
結
果立

田
中
学
校
体
育
館
の

冷
房
設
備
が
使
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

■
海
部
地
区
急
病
診
療
所
組

合
議
会
議
員

　

髙
松　

幸
雄　

議
員

　

石
崎　

誠
子　

議
員

を
当
選
人
と
し
ま
し
た
。

討 

論

賛 

成
◆
◆
選
　
挙
◆
◆

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
の
条
例
整
備
で
あ

り
、
学
校
開
放
の
考
え
方

か
ら
、
実
費
負
担
と
な
る

が
、
熱
中
症
対
策
や
設
備

の
有
効
活
用
に
適
し
て
い

る
。

　

冷
房
設
備
の
使
用
規
定
が
整
備
さ
れ
、
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

反 

対

　

使
用
料
が
高
す
ぎ
る
。

公
共
施
設
と
し
て
、
経
費

の
全
て
を
利
用
者
に
負
担

さ
せ
る
の
は
問
題
だ
。

Q

Q

A

QQ AA A

平成３１年３月定例会　議案審議の結果と議員の賛否

※審議結果の「可」は可決、「不」は不採択です。その他の議案は全員賛成。 ※「議」は議長のため、採決に加わっておりません。

会　　　　　　　　　　派

議　　　　　　　案

愛西市デイサービスセンターの設置及び管理に関する
条例を廃止する条例の制定について

愛西市公民館の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

愛西市学校体育施設の開放に関する条例の一部改正について

愛西市国民健康保険八開診療所の設置及び
管理に関する条例の一部改正について
愛西市農業集落排水処理施設等の設置及び
管理に関する条例等の一部改正について

平成３０年度愛西市一般会計補正予算（第５号）

平成３１年度愛西市一般会計予算

平成３１年度愛西市国民健康保険特別会計予算

平成３１年度愛西市後期高齢者医療特別会計予算

平成３１年度愛西市介護保険特別会計予算

平成３１年度愛西市水道事業会計予算

平成３１年度愛西市下水道事業会計予算

子どもの医療費完全無料化を求める請願について

愛西市地域防災コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例及び
愛西市地区コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

◯：賛成
●：反対

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯● ● ●

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯● ● ●

不 議● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●◯ ◯ ◯

可 議◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ●● ● ●

新生愛西クラブ 日本共産党
愛西市議団

公明党
あいさい

無
会
派

審
議
結
果

鬼
頭
勝
治

島
田　

浩

鷲
野
聰
明

神
田
康
史

杉
村
義
仁

近
藤　

武

佐
藤
信
男

原　

裕
司

石
崎
誠
子

真
野
和
久

河
合
克
平

加
藤
敏
彦

大
宮
𠮷
満

山
岡
幹
雄

竹
村
仁
司

髙
松
幸
雄

𠮷
川
三
津
子

馬
渕
紀
明

無
会
派

あいさい
クラブ

▲立田中学校体育館
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市政を問う

１１議員が一般質問１１議員が一般質問

●定例会第２日目および第３日目に、１１人の議員が一般質問しました。発言順に掲載します。

3月6日 3月7日

真野　和久 議員（P１4)
◆改元時期の連休中の市民サービス対応を

馬渕　紀明 議員（P１5)
◆サイクリングコースの検討を
◆本市の全国体力テストの結果は

髙松　幸雄 議員（P１6)
◆訪問型サービスＢをどう支援するか

原　裕司 議員（P１7)
◆新オレンジプランの推進は

山岡　幹雄 議員（P１8)
◆子どもに対するインフルエンザの助成は
◆消費税率の改定で使用料等の見直しは

加藤　敏彦 議員（P8）
◆高すぎる国民健康保険税の値下げを

𠮷川　三津子 議員（P9)
◆汚れた紙おむつは保育園で処理を
◆児童クラブの待機児童の改善を

竹村　仁司 議員（P10)
◆健康マイレージ事業のＰＲは

河合　克平 議員（P11)
◆借金のうち国が返してくれる金額は

近藤　武 議員（P12)
◆当初予算への考えは

石崎　誠子 議員（P13)
◆かわまちづくり計画と観光施策の今後は
◆巡回バスの運行改善を

議員が市の行財政全般にわたり、方針や執行
状況、所信などを質問することをいいます。
持ち時間は、議員１人あたり１時間です。

一般質問とは…

7 愛西市議会だより 2019/5



一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

▲国民健康保険と協会けんぽの保険料の比較
　（30歳夫婦と子ども２人、給与年収400万円の場合）

　
　

日
本
共
産
党
は
、
高
す

ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
を
引

き
下
げ
て
、
誰
も
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
公
的
医
療
保
険
と
し
て

立
て
直
す
た
め
の
提
案
を
発

表
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
中
央
会
会

長
の
岡
崎
誠
也
・
高
知
市
長

は
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い

く
に
は
、
「
も
っ
と
公
費
支

援
が
必
要
だ
」
と
国
に
求
め

て
い
る
。

　

本
市
の
場
合
、
国
民
健
康

保
険
と
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

税
の
違
い
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
。

　
　

今
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
額
で
、
30
歳
代
の
夫
婦

と
子
ど
も
２
人
、
年
収
４
０

０
万
円
の
場
合
で
、
固
定
資

産
税
が
な
い
場
合
、
国
保
税

は
年
額
30
万
１
７
０
０
円
に

な
る
。
協
会
け
ん
ぽ
は
年
額

20
万
１
９
６
０
円
で
、
国
保

の
ほ
う
が
９
万
９
７
４
０
円

高
く
な
る
。

　
　

国
保
税
の
軽
減
に
対
し

て
、
全
国
知
事
会
が
政
府
に

１
兆
円
の
負
担
を
求
め
て
い

る
が
、
ど
の
く
ら
い
の
軽
減

に
な
る
か
。

　
　

１
世
帯
当
た
り
で
は
約

５
万
４
０
０
０
円
、
１
人
当

た
り
で
は
約
３
万
４
０
０
０

円
に
な
る
。

　
　

県
は
か
つ
て
国
保
に
28

億
円
を
繰
り
入
れ
て
い
た
。

ど
れ
く
ら
い
の
軽
減
に
な
る

か
。

　
　

１
世
帯
当
た
り
で
は
約

２
８
０
０
円
、
１
人
当
た
り

で
は
約
１
７
０
０
円
に
な
る
。

　
　

国
保
に
は
子
ど
も
に
対

す
る
特
別
調
整
交
付
金
が
あ

る
が
、
い
く
ら
あ
る
の
か
。

ど
れ
だ
け
軽
減
さ
れ
る
か
。

　
　

平
成
30
年
度
の
交
付
予

定
額
は
７
５
４
万
４
０
０
０

円
で
、
20
歳
未
満
の
１
人
当

た
り
約
５
０
０
０
円
と
な
る
。

　
　

国
保
を
維
持
す
る
た
め

公
費
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。　

　

国
保
の
課
税
方
式
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
市
の
方
針
、

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 　

　

国
と
し
て
ど
の
よ
う
な

方
針
で
や
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
を
見
据
え
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

見
直
し
の
件
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

で
協
議
を
し
て
い
る
。
31
年

度
に
税
率
を
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
古
瀬
町
、
諏
訪
町
、
渕
高

町
の
歩
道
の
整
備
は

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問

問

答

問問問 答答答

答

高すぎる国民健康
保険税の値下げを

国の方針を見据えながら、できることを
市 長

加藤 敏彦議員

協会
けんぽ
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３
歳
未
満
児
の
利
用
が

増
え
、
保
護
者
か
ら
預
か
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
、
朝
か
ら

の
汚
れ
た
紙
お
む
つ
を
夕
方

ま
で
保
管
し
、
そ
れ
を
保
護

者
が
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
衛

生
面
、
保
護
者
や
保
育
士
の

負
担
を
考
え
る
と
、
使
用
済

み
の
紙
お
む
つ
は
園
で
処
理

す
べ
き
だ
。
市
内
の
園
の
現

状
は
。

　
　

私
立
の
一
部
が
、
園
で

処
理
し
て
お
り
、
他
は
保
護

者
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
尿
や
便
の
回
数
を
把

握
し
、
園
児
の
一
日
の
健
康

状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
趣
旨

か
ら
だ
。

　
　

汚
れ
た
お
む
つ
か
ら
尿

の
回
数
は
わ
か
ら
な
い
。
便

の
異
常
が
あ
れ
ば
写
真
を

撮
っ
て
き
な
さ
い
と
小
児
科

医
は
指
導
す
る
時
代
で
あ
り
、

答
弁
で
の
趣
旨
は
現
実
離
れ

し
て
い
る
。
再
答
弁
を
。

　
　

保
管
場
所
、
コ
ス
ト
の

問
題
が
あ
る
。
園
と
保
護
者

の
意
見
を
聞
き
、
考
え
て
い

く
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

オ
ー
バ
ー
問
題
に
つ
い
て
、

平
成
31
年
度
の
待
機
状
況
と
、

利
用
率
の
推
移
は
。

　
　

通
常
利
用
の
待
機
は
な

い
が
、
長
期
休
暇
希
望
で
１

名
の
待
機
が
あ
る
。

　

利
用
率
は
、
26
年
度
児
童

数
３
６
０
２
人
に
対
し
て
、

利
用
者
は
７
４
７
人
で
、
利

用
率
は
20
・
７
％
。
30
年
度

は
、
児
童
数
３
１
７
１
人
に

対
し
、
利
用
者
は
１
０
５
６

人
で
、
利
用
率
は
33
・
３
％

で
、
保
護
者
の
就
労
と
、
対

象
が
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
増
加
と
考

え
る
。

　
　

私
の
調
査
で
は
、
29
年

度
と
31
年
度
比
で
３
％
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
屋

学
区
で
は
、
全
校
児
童
６
２

７
人
に
対
し
１
２
０
人
の
定

員
枠
が
あ
る
の
に
、
永
和
学

区
で
は
４
２
４
人
に
対
し
て

40
人
の
定
員
し
か
な
い
。
受

入
れ
人
数
枠
に
も
か
な
り
の

地
域
格
差
が
あ
る
。
改
善
を
。

　
　

定
員
に
対
し
利
用
希
望

が
か
な
り
多
い
。
現
在
、
民

間
活
用
も
含
め
て
調
整
し
て

い
る
。
で
き
る
限
り
、
希
望

者
が
全
員
入
れ
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
く
。

●
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
加
湿
器
等
の
設
置

を●
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
対
策
と

し
て
置
き
勉
を
す
す
め
よ

●
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
進

捗
状
況
は

一般質問～市政を問う～

▲お庭でおやつ作り

児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
の

改
善
を

児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
の

改
善
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問

問

問

問 答

答

答

答

汚れた紙おむつは
保育園で処理を

園や保護者の意見を聞き、考えていく

𠮷川 三津子議員

子育て支援事業担当部長
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

▲チャレンジシートの見本

　
　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

は
、
健
診
の
受
診
や
食
事
・

運
動
の
実
態
な
ど
、
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
ポ

イ
ン
ト
、
マ
イ
レ
ー
ジ
を
貯

め
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
る
こ
と
で
特
典
を
受
け
ら

れ
る
事
業
。
こ
の
事
業
の
Ｐ

Ｒ
は
、
平
成
30
年
度
は
６
月

広
報
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ー
ト
を
全
戸
配
付
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
も

し
て
い
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
対

象
事
業
に
参
加
し
て
い
る
各

課
で
は
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

事
業
に
つ
い
て
は
、
健

康
推
進
課
が
事
業
主
催
課
に

機
会
を
捉
え
て
協
力
を
願
い
、

実
施
し
て
い
き
た
い
。
事
業

周
知
を
図
る
た
め
に
、
参
加

を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を

協
賛
団
体
及
び
団
体
参
加
事

業
所
に
掲
示
を
願
う
と
と
も

に
、
全
国
健
康
保
険
協
会
愛

知
支
部
の
健
康
宣
言
の
案
内

等
を
活
用
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
人
を
増
や
す
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
の

認
知
度
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
る
か
。
ど
の
く
ら
い
認
識

で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て
の

意
見
は
あ
っ
た
か
。

　
　

認
知
度
は
調
査
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ー
ト
の
全
戸
配
付
を
機
に

参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
認
知
は
さ
れ
て
き
て

い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
27

年
度
、
28
年
度
に
一
部
を
見

直
し
た
が
、
今
後
も
団
体
参

加
事
業
所
や
参
加
者
等
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、
事
業
を

進
め
た
い
。

　
　

ど
の
よ
う
な
事
業
で
も

市
民
の
声
を
聞
き
、
反
映
さ

せ
て
い
く
の
が
大
切
だ
。
自

分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
を

始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
。
そ

こ
に
意
欲
を
湧
か
せ
る
特
典

が
あ
る
こ
と
が
必
要
。
そ
こ

で
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
提

出
し
、
Ｍ
ｙ
Ｃ
ａ
（
ま
い

か
）
を
手
に
入
れ
る
の
が
い

か
に
特
典
と
し
て
得
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
こ
の
カ
ー
ド

の
利
用
方
法
、
利
用
で
き
る

場
所
は
。

　
　

Ｍ
ｙ
Ｃ
ａ
は
、
あ
い
ち

健
康
づ
く
り
応
援
カ
ー
ド
と

し
て
県
が
発
行
。
県
内
の
協

力
店
は
、
31
年
１
月
31
日
現

在
１
２
０
２
店
舗
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
、
料
金
の
割
引

や
ポ
イ
ン
ト
の
割
り
増
し
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
。
協
力
店

や
特
典
の
内
容
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
ほ
し

い
。

●
係
制
か
ら
グ
ル
ー
プ
制
の

導
入
を
提
案

問

問 問

答

答

答そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

健康マイレージ
事業のＰＲは

チャレンジする人を増やす取り組みを
健康福祉部長

竹村 仁司議員
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一般質問～市政を問う～

　
　

借
金
が
多
い
か
少
な
い

か
は
、
財
政
が
厳
し
い
か
ど

う
か
の
一
つ
の
視
点
に
な
る
。

現
在
の
借
金
は
い
く
ら
か
。

　
　

平
成
30
年
度
末
見
込
み

で
一
般
会
計
分
が
１
９
６
億

３
２
５
６
円
に
な
る
。

　
　

国
が
返
し
て
く
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
地
方
交
付
税
と
し

て
国
が
措
置
し
て
く
れ
る
額

は
。

　
　

公
債
費
と
し
て
措
置
さ

れ
る
額
に
つ
い
て
は
、
29
年

度
と
の
対
比
が
好
ま
し
い
。

一
般
会
計
分
の
29
年
度
末
で
、

２
０
６
億
４
８
４
万
円
の
起

債
残
高
に
対
し
て
、
交
付
税

措
置
が
さ
れ
る
見
込
額
と
し

て
は
、
１
９
２
億
９
４
６
８

万
円
だ
。

　
　

借
金
が
多
い
と
い
う
が
、

い
わ
ゆ
る
見
か
け
の
借
金
の

金
額
だ
。
国
が
返
す
交
付
税

措
置
分
が
１
９
２
億
９
４
６

８
万
円
と
す
る
な
ら
、
差
し

引
き
す
る
と
実
質
の
借
金
は

13
億
３
８
７
７
万
円
だ
。

　

名
目
の
金
額
は
大
き
い
が
、

国
が
返
済
し
て
く
れ
る
分
を

差
し
引
く
と
、
実
質
的
な
借

金
分
と
い
う
の
は
本
当
に
少

な
い
と
い
う
の
が
本
市
の
財

政
状
況
だ
。

　

次
に
、
将
来
の
負
担
が
い

く
ら
ぐ
ら
い
か
を
推
し
は
か

る
指
数
で
あ
る
将
来
負
担
比

率
に
つ
い
て
、
市
の
状
況
は
。

　
　

将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
、
こ
の
指
標
は
、
現
在
マ

イ
ナ
ス
な
の
で
、
数
字
と
し

て
は
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
将

来
に
対
す
る
負
担
は
ゼ
ロ
で

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
　

ど
の
く
ら
い
で
将
来
負

担
率
が
出
て
く
る
の
か
。

　
　

現
在
は
数
字
を
は
じ
け

な
い
が
、
扶
助
費
や
施
設
等

の
整
備
、
長
寿
命
化
を
考
え

る
と
近
々
、
状
況
は
悪
く
な

る
と
想
定
す
る
。

　

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
あ

る
行
政
運
営
を

●
子
ど
も
医
療
費
完
全
無
料

化
を

●
施
設
の
使
用
料
の
値
下
げ
、

減
免
の
拡
大
を

問問 問

問

答 答

答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問▲市の借金の状況

借金のうち国が
返してくれる金額は

一般会計分で１９２億９４６８万円だ

河合 克平議員

総務部長
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

▲充実されるママパパ教室

　
　

平
成
31
年
度
の
主
要
施

策
は
。

　
　

必
要
な
分
野
へ
重
点
化

を
進
め
、
防
災
・
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
子
育
て
世

代
・
観
光
振
興
・
健
康
づ
く

り
施
策
な
ど
を
進
め
る
。

　
　

本
市
の
観
光
拠
点
で
あ

る
道
の
駅
「
立
田
ふ
れ
あ
い

の
里
」
の
課
題
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　

駐
車
場
不
足
、
施
設
の

改
修
や
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
31
年
度
は
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。
事
業
計

画
で
は
、
中
長
期
的
な
も
の

に
な
る
が
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
へ
記
載
し
て
進

め
る
。

　
　

防
災
分
野
で
の
、
災
害

情
報
受
信
ツ
ー
ル
追
加
事
業

と
は
、
ど
う
い
っ
た
事
業
か
。

　
　

防
災
メ
ー
ル
を
利
用
で

き
な
か
っ
た
方
へ
、
固
定
電

話
に
音
声
で
の
災
害
情
報
の

お
知
ら
せ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
る
文
字
で
防
災
情
報
を
受

信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
　

12
月
議
会
で
、
ご
み
に

関
す
る
取
り
組
み
の
中
で
、

外
国
籍
の
方
へ
の
対
応
と
し

て
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導

入
を
提
案
し
て
、
予
算
化
さ

れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　

英
語
、
中
国
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
、
韓
国
語
に
対
応

し
、
ご
み
に
関
す
る
情
報
発

信
だ
け
で
な
く
、
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
や
災
害
時
等
の
情

報
発
信
な
ど
、
役
立
て
る
も

の
に
し
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

予
算
増
額
の
内
容
は
。

　
　

防
火
・
防
犯
に
関
す
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
、

管
理
人
不
在
時
に
警
備
保
障

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
運

営
し
て
も
ら
う
。

　
　

子
育
て
施
策
の
新
規
・

拡
充
・
充
実
事
業
と
は
。

　
　

新
規
と
し
て
、
不
育
症

治
療
の
助
成
を
す
る
不
育
症

治
療
費
助
成
事
業
。
拡
充
事

業
と
し
て
、
一
般
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
。
充
実
さ
せ
る

事
業
と
し
て
、
助
産
師
を
新

た
に
配
置
し
て
の
産
後
ケ
ア

事
業
を
展
開
す
る
。

　
　

当
初
予
算
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
、
思
い
は
。

　
　

市
の
課
題
に
向
か
っ
て
、

準
備
及
び
備
え
を
し
、
必
要

な
部
分
に
は
、
し
っ
か
り
と

投
資
を
し
て
い
く
。
今
後
、

必
要
な
公
共
施
設
の
改
修
、

建
て
替
え
等
も
非
常
に
多
く

な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
限
り
あ
る
予
算
の
中
、

将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
よ

う
、
市
と
し
て
事
業
展
開
を

し
て
い
き
た
い
。

　
●
公
共
施
設
の
今
後
は

問問

問問問

問

問 答答

答答答

答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

当初予算への
考えは

必要な部分に、しっかりと投資していく
市 長

近藤 武議員

愛西市議会だより2019/5 12



一般質問～市政を問う～

▲木曽川周辺の観光・レジャーの拠点施設

　
　
「
愛
西
市
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
は
、
観
光
船
事

業
が
一
つ
の
核
に
な
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
は
。

　
　

計
画
に
基
づ
く
ソ
フ
ト

事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

観
光
船
事
業
は
核
に
な
る
も

の
と
考
え
、
実
務
者
と
、
具

体
化
に
向
け
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

　
　

今
後
、
人
口
減
少
が
進

む
中
、
自
治
体
間
の
競
争
で

埋
没
せ
ず
輝
く
た
め
に
は
、

地
域
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
誘

客
の
み
な
ら
ず
、
定
住
人
口

や
関
係
人
口
の
増
加
、
さ
ら

に
は
現
在
生
活
し
て
い
る
住

民
や
企
業
等
に
、
本
市
に
対

し
て
愛
着
を
抱
い
て
も
ら
う

一
つ
の
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
が

上
が
れ
ば
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
な
ど
の
広
告
収
入
に
よ

り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
繋

が
る
と
考
え
る
。

　
本
市
に
は
、
土
木
遺
産
、

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
施

設
、
食
に
関
す
る
資
源
が
豊

富
に
あ
る
。
何
を
本
市
の
特

色
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
地

域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
、
構
築
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　

本
市
の
知
名
度
は
高
い

も
の
で
は
な
い
が
、
歴
史
的

構
造
物
や
他
に
誇
れ
る
レ
ン

コ
ン
な
ど
の
農
産
物
と
い
っ

た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地

域
資
源
が
多
く
存
在
し
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
物
を
活
用

し
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域

資
源
を
う
ま
く
活
用
し
た
市

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な

が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

海
南
病
院
ル
ー
ト
は
継

続
し
て
運
行
さ
れ
る
の
か
。

ル
ー
ト
の
大
幅
な
変
更
は
あ

る
の
か
。
　
　
　　
　
　
　

　
　

海
南
病
院
ル
ー
ト
は
約

３
年
間
試
行
運
転
し
た
が
、

一
定
の
利
用
者
数
も
あ
り
、

存
続
の
要
望
も
多
い
こ
と
か

ら
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
利
用
者
数
の
多
い
ル
ー

ト
は
大
幅
に
変
更
す
る
予
定

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　
　

次
の
バ
ス
停
を
知
ら
せ

る
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
な
い

た
め
、
い
つ
目
的
の
バ
ス
停

に
着
く
の
か
分
か
ら
ず
降
車

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
が
難
し

い
。
対
策
は
。

　
　

ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
の
対

策
と
し
て
は
、
改
定
時
に
車

内
に
ル
ー
ト
図
を
表
示
し
た

い
。

問問

問問

答

答

答

答

かわまちづくり計画と
観光施策の今後は

地域ブランド力を高めていくことが重要

石崎 誠子議員

産業建設部長

巡
回
バ
ス
の

運
行
改
善
を

巡
回
バ
ス
の

運
行
改
善
を
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

▲10連休中の市民サービスの状況（予定）
※一般質問時点の予定です。

　
　

「
連
休
で
も
仕
事
を
休

め
な
い
の
に
、
保
育
園
が
休

み
に
な
る
の
は
困
る
」
「
巡

回
バ
ス
が
な
い
と
ど
こ
に
も

行
け
な
い
」
「
ず
っ
と
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
休
み
に
な
る
の

は
困
る
」
と
い
っ
た
日
常
の

サ
ー
ビ
ス
が
、
長
期
に
わ

た
っ
て
受
け
ら
れ
な
い
と
市

民
の
声
が
届
い
て
い
る
。
市

民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出

る
。
市
役
所
の
業
務
や
公
的

施
設
、
診
療
所
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
巡
回
バ
ス
、
保

育
園
な
ど
の
対
応
は
。

　
　

八
開
診
療
所
は
、
４
月

30
日
と
５
月
２
日
に
診
察
す

る
。
市
民
課
窓
口
業
務
は
、

５
月
１
日
祝
日
は
、
改
元
日

と
大
安
が
重
な
り
婚
姻
届
を

提
出
す
る
方
が
増
え
る
と
想

定
し
、
窓
口
を
設
け
る
。
保

健
セ
ン
タ
ー
は
10
連
休
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
、
児

童
館
は
４
月
28
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
の
９
連
休
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
は
実
施
し
な
い
。

巡
回
バ
ス
は
28
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
運
行
し
な
い
。

　
　

　
　

保
育
園
は
、
一
部
休
日

保
育
な
ど
の
対
応
が
で
き
な

い
か
。
２
月
26
日
付
の
中
日

新
聞
に
よ
れ
ば
、
政
府
が
10

連
休
中
の
対
処
方
針
を
出
し

て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

　
　

国
は
、
今
回
の
連
休
に

限
り
、
一
時
預
か
り
保
育
事

業
に
つ
い
て
別
途
利
用
児
童

当
た
り
の
単
価
を
設
定
し
、

人
数
に
応
じ
た
加
算
を
す
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
９
連
休
中
の

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、

対
策
を
す
る
考
え
で
い
る
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

も
国
な
ど
の
指
示
が
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
く
の
か
。

　
　

国
の
補
助
金
で
、
活
用

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
活
用

す
る
。

　
　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
巡

回
バ
ス
が
休
み
に
な
る
と
、

外
出
も
大
き
く
制
限
さ
れ
る
。

検
討
の
余
地
は
な
い
か
。

　
　

バ
ス
運
行
検
討
委
員
会

で
協
議
し
て
い
く
。

　
　

　
　

５
月
１
日
の
婚
姻
届
の

対
応
は
良
い
が
、
本
来
の
業

務
で
あ
る
、
市
民
の
窓
口
相

談
、
保
育
園
や
児
童
ク
ラ
ブ
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
る

こ
と
に
対
し
て
の
特
別
な
措

置
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

10
連
休
中
全
て
の
窓
口

を
閉
め
て
も
い
い
の
か
、
ど

う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
く

の
か
、
協
議
を
重
ね
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
５
月
１
日
の

対
応
を
決
め
た
。
あ
と
の
事

業
に
つ
い
て
も
、
巡
回
バ
ス

な
ど
、
再
度
内
部
で
調
整
し

た
い
。

問

問問

問

答

問答答答

答

改元時期の連休中の
市民サービス対応を

巡回バスなど再度内部で調整したい
市 長

真野 和久議員

4/27㈯ 4/28㈰ 4/29㈪ 4/30㈫ 5/1㈬ 5/2㈭ 5/3㈮ 5/4㈯ 5/5㈰ 5/6㈪

市役所本庁 休 休 休 休 一部 休 休 休 休 休

支所 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

巡回バス 運行 休 休 休 休 休 休 休 休 休

ごみ収集 ー ー 可燃 プラ ー 可燃 ー ー ー 可燃

八開診療所 午前 休 休 開 休 開 休 休 休 休

文化会館 開 開 休 休 休 休 休 開 開 休

公民館 開 開 休 休 休 休 休 開 開 開

中央図書館 開 開 開 休 開 開 開 開 開 開

佐織・立田図書室 開 開 休 休 休 休 休 開 開 休

各体育館 開 開 開 開 開 開 開 開 開 開

各運動場 開 開 開 開 開 開 開 開 開 開

保育園 開 休 休 休 休 休 休 休 休 休

学童クラブ 開 休 休 休 休 休 休 休 休 休

福祉センター 開 休 休 休 休 休 休 休 休 休

配食サービス 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
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一般質問～市政を問う～

▲平成30年度の体力テスト結果

　
　

道
の
駅
周
辺
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
は
ど
こ
が
あ
る
の
か
。

　
　

森
川
花
は
す
田
、
木
曽

三
川
流
域
の
船
頭
平
閘
門
、

船
頭
平
河
川
公
園
、
ケ
レ
ッ

プ
水
制
群
な
ど
、
観
光
資
源

が
多
く
存
在
す
る
。

　
　

そ
こ
に
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
を
検
討
し
て
み
て

は
。

　
　

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
基
づ
く
事
業
の
中
で
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

道
の
駅
か
ら
古
木
江
城

跡
辺
り
へ
つ
な
が
る
橋
の
整

備
や
、
遊
歩
道
整
備
は
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

費
用
及
び
事
業
効
果
な

ど
を
検
討
し
な
が
ら
整
理
し

て
い
く
。

　
　

全
国
体
力
テ
ス
ト
で
、

県
は
小
中
学
生
の
男
女
で
い

ず
れ
も
平
成
29
年
度
を
上

回
っ
た
が
、
全
国
平
均
に
は

及
ん
で
い
な
い
。
な
か
で
も
、

小
学
校
男
子
の
平
均
点
は
、

全
国
平
均
を
下
回
り
５
年
連

続
の
最
下
位
だ
。
本
市
の
小

中
学
生
の
結
果
は
。

　
　

本
市
の
数
値
は
、
県
で

は
平
均
並
み
。
全
国
平
均
と

比
べ
る
と
劣
っ
て
い
る
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
生
活

習
慣
と
体
力
・
運
動
能
力
テ

ス
ト
の
関
係
を
調
査
結
果
と

し
て
出
し
て
い
る
。
あ
る
自

治
体
で
も
独
自
に
行
っ
た
調

査
結
果
を
出
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
。

　
　

市
独
自
の
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。

●
消
防
団
の
車
両
と
分
団
編

成
は

問

問

問

問

問 答答

答

答

答そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

サイクリング
コースの検討を

検討していきたい

馬渕 紀明議員

産業建設部長

本
市
の

全
国
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
は

本
市
の

全
国
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
は

▲観光拠点としていきたい道の駅

区分

全国

愛知県

愛西市

54,21

52,35

52,35

55,90

54,24

54,14

55,06

53,30

53,25

男

平成30年度 小学5年生 体力合計点(平均)

女 男女
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

▲訪問型サービスＢのチラシ

　
　

本
市
の
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
。

　
　

主
な
事
業
は
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
貸
与
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
寝
具
洗
濯
乾
燥

サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
福
祉
タ

ク
シ
ー
料
金
助
成
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
買
い
物

支
援
バ
ス
事
業
、
車
椅
子
移

送
車
の
貸
し
出
し
、
車
椅
子

や
介
護
ベ
ッ
ド
等
の
福
祉
用

具
短
期
貸
し
出
し
事
業
な
ど

が
あ
る
。

　
　

寝
具
の
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
が
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世

帯
で
要
介
護
状
態
に
あ
る
方

に
対
し
て
、
年
２
回
の
寝
具

の
洗
濯
及
び
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

に
な
っ
て
い
る
が
、
以
前
は

要
支
援
も
対
象
だ
っ
た
。
要

支
援
が
除
外
さ
れ
た
経
緯
と

理
由
は
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
自
ら
洗

濯
を
行
う
こ
と
が
困
難
か
、

十
分
な
洗
濯
介
助
が
得
ら
れ

な
い
方
が
対
象
だ
が
、
実
際

に
該
当
し
な
い
方
も
多
数
利

用
し
て
い
た
。
真
に
必
要
な

要
介
護
の
方
を
対
象
と
し
た
。

今
年
度
か
ら
対
象
者
を
見
直

し
た
が
、
近
隣
市
と
比
べ
て

も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
現
状
だ
。

　
　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
と

は
ど
う
い
う
も
の
で
、
現
在
、

実
施
し
て
い
る
団
体
名
と
事

業
内
容
は
。

　
　

住
民
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
小
津
町
）
、
ア
リ
ス

在
宅
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
町
方
町
）
、
愛
援
隊
（
大

井
町
）
の
３
団
体
が
活
動
し

て
い
る
。
事
業
内
容
は
、
ご

み
出
し
、
清
掃
、
電
球
交
換
、

買
い
物
代
行
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
へ
の
送
り
出
し
、
傾
聴
な

ど
が
あ
る
。

　
　

「
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

は
、
要
支
援
が
対
象
で
な
く

な
っ
た
た
め
、
困
っ
て
い
る
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
」
と

の
相
談
が
あ
っ
た
。
愛
援
隊

に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
布
団

を
干
し
た
り
、
取
り
入
れ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
喜
ん

で
も
ら
え
た
。
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｂ
を
行
政
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

問問

問

答

答 答

訪問型サービスＢを
どう支援するか

ボランティア団体の支援をしていきたい
健康福祉部長

髙松 幸雄議員

　
　

愛
援
隊
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
地
域
は
永
和
小
学
校
区
、

市
江
小
学
校
区
、
立
田
地
区
、

八
開
地
区
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
実
施
団
体
が
増
加
し
、

市
内
全
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

答
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市世帯数
区分

須 依 305 大 井 410 南 川 並 52 鵜 多 須 40 南 堤 外 57

北 一 色 273 西 保 302 早 尾 下 42 東 赤 目 26 藤 浪 団
地 57

佐 屋 151 大 野 157 大 森 28 下 東 川 16 河 畔 63

4,949
須 依 136 大 井 140 山 路 東 21 鵜 多 須 14 草 平 団

地 45

北 一 色 95 西 保 99 早 尾 下 18 川 北 11 河 畔 30

日 置 67 大 野 73 南 川 並 16 東 赤 目 11 五軒家第
１北 河 田 26

2,010

佐屋地区１ 佐屋地区２ 立田地区 八開地区
23,101

764114209923

佐織地区

478 275 1,8082,388

高齢者の
み世帯

(ひとり暮ら
し含む)

ひとり暮ら
し高齢者

一般質問～市政を問う～

▲佐織地区にある認知症カフェ

▲ひとり暮らしの高齢者及び高齢者のみ世帯の多い地区

　
　

地
区
別
の
高
齢
者
世
帯

等
の
状
況
は
。

　
　

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に

特
色
が
あ
り
、
佐
屋
・
佐
織

地
区
と
比
較
し
て
立
田
・
八

開
地
区
は
、
高
齢
者
の
み
で

生
活
し
て
い
る
割
合
が
低
い
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
相
談
内

容
は
。

　
　

家
事
が
十
分
で
き
な
い
、

外
出
の
機
会
が
少
な
い
、
高

齢
者
虐
待
の
疑
わ
れ
る
等
の

相
談
が
あ
る
。

　
　

高
齢
者
虐
待
の
主
な
要

因
と
傾
向
は
。

　
　

身
体
的
虐
待
が
全
体
の

６
割
を
占
め
、
80
歳
代
の
女

性
の
被
害
が
最
も
多
い
。
認

知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
日

常
生
活
に
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
が
、
男
性
配
偶
者
や
子

ど
も
か
ら
暴
力
を
受
け
る
傾

向
が
あ
る
。

　
　

そ
の
対
応
は
。

　
　

地
域
ケ
ア
会
議
で
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
施
設

等
の
緊
急
一
時
的
な
居
室
を

確
保
し
対
応
す
る
。

　
　

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

推
進
は

　
　

認
知
症
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
を
地
域
で
支
え
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
広
げ
る
た
め
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
講
座
を
開

催
し
、
認
知
症
の
方
の
対
応

方
法
を
確
認
す
る
。

　
　

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
。

そ
の
活
動
内
容
は
。

　
　

民
間
企
業
が
佐
織
地
区

で
１
カ
所
定
期
的
に
運
営
し
、

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
や
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
、
介
護

や
福
祉
の
専
門
職
を
対
象
に

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

講
話
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問

問

問

問 答

問答

問答

答

答

答

新オレンジプランの
推進は

地域で支えるサポーターを広げる

原 裕司議員

健康福祉部長
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

▲子どもの任意予防接種事業　実施状況

　
　

子
ど
も
に
対
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金

の
一
部
助
成
は
、
県
下
11
市

町
村
が
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
海
部
管
内
で
は
、
あ
ま

市
、
蟹
江
町
、
飛
島
村
。
大

府
市
、
知
多
市
、
東
海
市
で

は
、
中
学
３
年
生
及
び
高
校

３
年
生
が
受
験
と
い
う
大
事

な
時
期
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
患
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

助
成
を
決
断
し
た
。
市
も
助

成
で
き
な
い
か
。

　
　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、

有
効
性
の
調
査
・
研
究
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

た
対
応
に
関
し
て
検
討
し
て

い
る
。
費
用
助
成
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
た

上
で
、
取
り
組
む
。

　
　

　
　

消
費
税
率
の
見
直
し
に

よ
る
市
の
影
響
額
は
。

　
　

平
成
31
年
度
当
初
予
算

ベ
ー
ス
の
概
算
で
、
半
年
間

で
約
６
３
７
６
万
円
。

　
　

市
の
使
用
料
、
手
数
料

な
ど
は
、
全
て
が
見
直
し
の

対
象
と
な
る
の
か
。

　
　

市
の
使
用
料
、
手
数
料

な
ど
の
中
で
、
消
費
税
率
改

定
に
伴
い
料
金
の
見
直
し
対

象
に
な
ら
な
い
も
の
は
、
法

令
等
で
統
一
的
に
料
金
が
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
や
証
明

書
や
公
文
書
な
ど
だ
。

　
　

料
金
が
変
わ
っ
て
い
る

の
も
あ
れ
ば
変
わ
っ
て
い
な

い
の
も
あ
る
。
使
用
料
を
改

正
す
る
際
の
考
え
方
は
。

　
　

現
行
の
料
金
表
に
掲
げ

る
金
額
を
1
.
08
で
割
り
返

し
、
そ
の
額
に
1
.
1
を
乗

じ
て
10
円
未
満
の
端
数
は
切

り
捨
て
る
方
式
と
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
算
出
結
果
が
10

円
以
上
と
な
る
場
合
は
改
定

額
と
な
り
、
10
円
未
満
と
な

る
場
合
は
据
え
置
く
。

　
　

今
後
、
料
金
改
正
に
向

け
、
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
の
か
。

　
　

施
設
の
利
用
団
体
や
個

人
に
対
し
て
案
内
を
し
、
理

解
、
協
力
を
得
る
こ
と
が
先

決
だ
。
各
施
設
の
利
用
窓
口

な
ど
を
通
じ
て
利
用
者
の
方

に
伝
え
る
ほ
か
、
国
の
法
律

改
定
の
動
向
を
注
視
し
、
な

る
べ
く
早
い
時
期
か
ら
利
用

者
や
市
民
へ
適
切
な
周
知
の

手
法
を
検
討
す
る
。

　
●
新
天
皇
即
位
に
伴
う
10
連

休
の
対
応
は

●
市
の
非
正
規
雇
用
状
況
は

●
放
置
自
転
車
の
対
応
は

消
費
税
率
の

改
定
で
使
用
料
等
の

見
直
し
は

消
費
税
率
の

改
定
で
使
用
料
等
の

見
直
し
は

問

問問問

答

答

問

答

答

答

子どもに対する
インフルエンザの助成は

国の動向を注視した上で、取り組む
健康福祉部長

山岡 幹雄議員
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委員会報告

　

京
都
府
福
知
山
市
議
会
は
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
議
会
基

本
条
例
を
施
行
し
、
同
年
５

月
に
常
設
の
議
会
改
革
検
討

会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
解
説
づ

く
り
、
災
害
な
ど
発
生
時
の

議
会
対
応
要
領
策
定
、
常
任

委
員
会
の
あ
り
方
、
高
校
生

会
議
の
開
催
、
政
策
の
提

言
・
立
案
の
し
く
み
づ
く
り

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
丹
波
市
議
会
で
は
、

「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の

減
少
と
固
定
化
が
み
ら
れ
た

の
で
、
議
会
改
革
推
進
チ
ー

ム
会
議
を
開
催
し
て
、
報
告

会
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
、

意
見
交
換
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
聴
の
重
要
性
を
再

認
識
し
て
、
「
議
会
報
告

会
」
を
「
市
民
と
の
意
見
交

換
会
」
に
名
称
を
変
更
し
て
、

取
り
組
み
の
強
化
を
し
て
い

ま
す
。
市
民
意
見
の
整
理
を

ル
ー
ル
化
し
て
、
分
類
し
た

後
に
、
市
へ
の
伝
達
を
す
る

な
ど
、
意
見
の
取
り
扱
い
を

学
び
ま
し
た
。

 

議
会
活
性
化
協
議
会
で
は

現
在
、
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
13
日
、
21
日
の
２
日

間
、
既
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
議
会
に
導
入
し
て
い
る
飛

島
村
、
北
名
古
屋
市
、
大
治

町
を
訪
問
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

３
自
治
体
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

色
の
違
う
方
式
で
導
入
し
て

お
り
、
方
式
の
違
い
で
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考

に
、
委
員
の
意
見
を
ま
と
め
、

安
全
で
、
使
い
易
く
、
コ
ス

ト
的
に
も
よ
り
良
い
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

議
会
だ
よ
り
を
、
よ
り
手

に
取
っ
て
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
１
月
４
日
に
写
真

屋
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
広

報
用
の
写
真
の
撮
り
方
に
つ

い
て
、
カ
メ
ラ
の
使
い
方
と

ア
ン
グ
ル
な
ど
、
指
導
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
に
、
今
ま
で
の

編
集
作
業
の
検
証
を
行
い
、

18
日
に
は
、
弥
富
市
議
会
広

報
特
別
委
員
会
を
訪
問
し
、

紙
面
の
カ
ラ
ー
化
に
向
け
て

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
化
に
伴
う
配
色
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
検
討
時
間
が
増

え
た
こ
と
と
、
視
覚
的
に
ど

の
よ
う
に
訴
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

お
互
い
に
、
よ
り
見
や
す

い
広
報
づ
く
り
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

▲京都府福知山市での行政視察

▲北名古屋市での行政視察

▲カメラの使い方指導
▲弥富市議会広報編集特別委員会との意見交換

議
会
改
革
検
討
会
議
と
は

議
会
運
営
委
員
会
１
月
28
日
〜
29
日

議
会
改
革
検
討
会
議
と
は

議
会
運
営
委
員
会
１
月
28
日
〜
29
日

見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

議
会
活
性
化
協
議
会
活
動
報
告

議
会
活
性
化
協
議
会
活
動
報
告

◆
市
民
と
の
意
見
交
換
会
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将来の夢
美容師に
なりたい

ー市内中学校卒業生に協力していただきましたー

もっと
買い物が

できる場所が
欲しい

愛西市が
思いやりの

あふれるまちに
なって欲しい

家族へ
いつも

ありがとう

将来の夢
英会話の仕事に

就きたい

家族へ
長生きして
欲しい

将来は
心理学を
学びたい

「イキイキコーナー」市議会だよりの の掲載を募集します

家族へ
今まで

育ててくれて
ありがとう
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信長の
誕生地を有名に

してほしい

将来は
ダンスで希望を

与えたい

家族へ
ケンカばかりして
ごめんなさい

愛西市へ
安心、安全な
まちにしてほしい

応
募
上
の
条
件
・
注
意

お問い合わせ・送付先
愛西市議会事務局（市議会広報特別委員会）
〈住所〉〒４９６-０８０５愛西市稲葉町米野３０８番地　〈電話〉０５６７‐５５‐７１４１
〈ファックス〉０５６７‐２６‐７１４１　〈メール〉gikai@city.aisai.lg.jp

選考・採用
・市議会広報特別委員会で選考し、
 採用者には取材したうえで、掲載いたします。

募集する写真等 小中高生などを対象としたサークル活動・スポーツ団体などで、
活動内容を撮影した写真と活動内容に対するコメント。

応募方法 必要事項を記載し、議会事務局へメール、もしくは郵送・持参してください。

必要事項 １.代表者住所　　　２.代表者氏名　　　３.電話番号　　４.団体名　　　
５.撮影場所（写真）　６.撮影日時（写真）　７.コメント

市議会では、年4回(5月、8月、11月、２月）
愛西市議会だよりを発行しています。

開かれた議会を目指し、より市民に親しまれる
「愛西市議会だより」にするため、写真掲載とコメントを募集します。

・活動中に撮影されたもので、撮影者自身に
 著作権があり未発表・オリジナル作品に限ります。
・被写体が人ですので、必ず被写体本人
 （未成年者の場合は保護者）の承諾を得てください。
・著作権・肖像権に関する問題の責任については、
 市議会では一切負いません。
・応募いただいた写真の返却は原則行いません。
・応募にかかる一切の費用は応募者負担といたします。
・応募および採用に対する賞品等の贈呈は行いません。
・採用作品の著作権は、市議会に帰属します。
・編集上トリミングを行う場合があります。
 詳細については議会事務局へご連絡ください。
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令和元年６月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

6月10日（月）午前１０時～・午後７時～

6月11日（火）午前１０時～・午後７時～

◯本会議は午前９時３０分から開催します。

◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。

◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

６月 ４日（火） 本会議（第２日）一般質問

５月 ２８日（火） 本会議（招集日）議案上程

６月 ５日（水） 本会議（第３日）一般質問

６月 １０日（月） 本会議（第４日）議案質疑

６月 １３日（木） 総務文教委員会

６月 １４日（金） 建設福祉委員会

６月 ２１日（金） 本会議（最終日）討論・表決

　
今
年
も
、市
内
の
小
中

学
校
で
、卒
業
式
・
入
学

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

何
度
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
も
、心
新
た
に
感
動

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
儀
式

で
あ
り
ま
す
。

　
新
た
な
希
望
に
満
ち
て

迎
え
る
入
学
式
。大
き
な

目
標
に
向
か
っ
て
羽
ば
た

く
卒
業
式
。人
生
の
一つ
の

節
目
で
す
。

　
将
来
の
愛
西
市
を
背

負
っ
て
い
た
だ
く
大
切
な

子
供
た
ち
、た
く
ま
し
く

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
毎
回
、誌
面
の
進
化
へ

努
力
を
重
ね
て
い
る「
議

会
だ
よ
り
」い
か
が
で
し
ょ

う
か
。議
会
活
動
と
同
様
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ご
愛
読
と
ご
愛
読
の

推
奨
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（

佐
藤
　
信
男
　
記
）

近
藤 

　
武

髙
松 

幸
雄

真
野 

和
久

佐
藤 

信
男

原 

裕
司

馬
渕 

紀
明

委
員
長

副
委
員
長

編
集
後

記

Ｑ　海部南部水道企業団は、いつ設立したの。
Ａ　昭和３４年9月の伊勢湾台風の被害により、
１５２の簡易水道施設を統合し上水道としたの
が創設の基幹で、罹災地5カ町村(旧立田村、
佐屋町、弥富町、十四山村、飛島村)が一部事
務組合を設立し広域水道事業として、
３７年２月に通水を開始しました。
Ｑ　給水戸数と一日の配水量は。
Ａ　平成２９年度は、３９，７４６戸に１日平均
30，025㎥です。
Ｑ　水道料金はなぜ高いの。
Ａ　この地域は地盤沈下が著しいため、地下
水の摂水を行わず県営水道の受水１００％にし
ています。他の企業団は、地下水の摂水割合
が３３％程です。また、給水地区が、南北２２．５
㎞と非常に長く、布設されている水道管等の
総延長は約８７１㎞もあり、配水管使用効率が
悪く修繕費等が高額になるからです。
Ｑ　今後の課題や対応方針は。

Ａ　給水人口、節水型社会、産業構造の変化
により給水量は減少傾向にあります。しかし、
安全でおいしい水の安定供給に向け、配水場
の施設の更新時期や電気設備を始め配水管
等の老朽化対策や耐震化対策が今後も必要
です。安定した経営基盤を確保するため、業務
の効率化、経費節減を図り、建設投資に係る適
正な財源確保に努めながら、創意工夫をこら
した事業運営を進めています。

海部南部水道企業団
第13回取材しました！
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